
令和４年 第２回長泥地区除染検証委員会 

長泥地区除染検証委員会の進め方等について 

 

（１）長泥地区除染検証委員会の進め方について 

 

  ・委員会の目的 

    長泥地区（特定復興再生拠点区域内）の宅地及び宅地周辺林縁部、農地、道路

の除染等がほぼ完了したことを踏まえ、除染事業等の情報を収集・精査し、除染

効果等について、専門的知見から、分析・検証を行う。 

 

  ・飯舘村の除染目標  

    国は、避難指示の解除に関して、年間の積算線量の推定値が 20 ミリシーベル

トを確実に下回る、という基準を設けています。これに対して飯舘村は、2011 年

10 月 27 日から始まった「いいたて復興計画村民会議」での議論の結果、年間の

積算線量が 5 ミリシーベルトを下回ることを当面の除染目標と定めました（「い

いたて までいな復興計画（第 1 版）」2011 年 12 月 16 日発行）。29 年度に長泥

地区を除く 19 行政区の避難指示解除を行いましたが、その時立ち上げた除染検

証の際にもこの基準をもとに除染検証を行いました。 
このことから、今回の長泥地区除染検証委員会についても、年間の積算線量が

5 ミリシーベルトを下回ることを検証の基準に用いることとしたい。 
 
 
 
  ・具体的な検証委員会の進め方 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料の作成 
・除染後農地の空間線量等 
・環境再生事業農地の空間

線量等 
・宅地内の線量等 

 
 
 

資料に基づき分析・検証 
・検証するためのデータ等の要求 
・検証に必要のないデータ等の削除 
・文言の修正依頼 

環境省・村等 

③中間報告書 
最終報告書 
提言書の提出 

村 

②依頼 
 
 

除染検証委員会 
①提出 

資料２ 
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 ・中間報告までのスケジュールについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

参考資料 

 

・までいな除染会議の提言書【平成 24 年度・平成 25 年度】 

 

  ・までいな除染会議の提言書【平成 26 年度・平成 27 年度】 

 

  ・飯舘村除染検証委員会の提言書【平成 28 年度・平成 29 年度】 
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平成２４年度～２５年度

№ 区　分 氏　　名 出欠 備　　考

1 アドバイザー 田中　俊一 ○ ＮＰＯ放射線安全フォーラム　代表

2 アドバイザー 菅家　文左衛門 ○ 元　福島県農業試験場会津地域試験支場長

3 アドバイザー 松本　　聰 ○ 東京大学　名誉教授

4 村議会議員 菅野　義人 ○ 飯舘村議会選出

5 村議会議員 北原　　経 ○ 飯舘村議会選出

6 村民 愛澤　文良 ○ 飯舘村行政区長会長

7 村民 菅野　宗夫 ○ 飯舘村農業委員会長

8 村民 菅野　重廣 ○ 飯舘村森林組合

9 村民 西　　幸夫 ○ ＪＡそうま

10 村民 小林　洋子 ○

11 村民 青木　弥生 ○

12 村民 佐藤　明美 ○

13 オブザーバー 渡辺　孝司 ○ 復興庁福島復興局　参事官

14 オブザーバー 万福　裕造 代理 （独）国際農林水産センター（農林水産省支援派遣）

15 オブザーバー 郷家　幸治 ○ 環境省福島環境再生事務所（浜通り北支所）

16 事務局 中川　喜昭 ○ 復興対策課長

17 事務局 本田　留治 ○ 復興対策課除染係　主任主幹兼係長

18 事務局 佐藤　宣清 ○ 復興対策課除染係

19 事務局 伊藤　浩二 ○ 復興対策課除染係

20 事務局 渡部　誉典 ○ 復興対策課除染係

飯舘村までいな除染会議委員名簿
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飯舘村長 菅野 典雄 様 

飯舘村の除染に関する緊急提言書 
  本村は、全村が放射性物質に汚染され、村民の帰村・復興には早期の除染が不可欠であり

ます。 
 このたび草野地区で実施された先行除染、二枚橋地区の本格除染の一部の結果が示されまし

たが、除染効果は村民が期待しているものとはかけ離れ、除染後も高い空間線量となっており

ます。 
 この原因は、現行の除染方法が村内の放射性物質の存在量、分布状況および除染対象物に適

切に対応していないことを示唆しております。 
 また、各行政区の除染への同意取得がなかなか進まないことも、村民目線での除染への国の

対応が欠如しているためと言わざるを得ません。 
今後、除染が実施される地域は、先行除染等が実施された地域より高い放射線量の地域であ

ることから、これまでと同じ除染方法ならば、村民の同意が得られないばかりか、村民が期待

する除染効果を得られないことが容易に想定されます。 
 よって、全村民が安心して帰村できる効果的な除染を早期に実施するために、以下の項目に

ついて、早急に国に働きかけされますよう緊急提言いたします。 
 

記 
 

１． モデル除染、先行除染を実施した地域について、村が当面の除染目標値とする、年間 
5ｍＳｖとなるよう再度除染を実施するとともに国の目標値年間１ｍＳｖ達成までの具

体的な行程を示すこと。 
 ２． 帰村後の被ばく線量には、屋内の空間線量が大きく関与するので、住民の要望があっ

た場合には、屋内線量を考慮した適切な除染を実施すること。 
３． 草野地区、二枚橋地区の結果から、現在の除染方法では十分な効果が得られないこと 

から、国は、早急にその問題点を検証し、より効果的な除染方法を示すこと。 
 ４． 農地の除染については、帰村後、速やかに生産活動を再開できるよう、十分な除染と 

生産環境の整備を同時に進めることとし、その方法については村と事前に協議をするこ 
と。 

５． 森林除染について、林業発展のための施策と併せ、国は長期的な基本方針を示すこと。 
 ６． 国は、除染のガイドラインにこだわることなく、村民に寄り添った除染方法を採用す 

ること。 
    また、不適切除染の再発防止策を徹底するとともに、地元村民を活用した監視体制を 

構築すること。 

平成 25 年 3 月 日 

飯舘村までいな除染会議 

委員長 
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平成２６年度～２７年度

№ 役職 氏　　名 備　　考

1 委員 菅野　宗夫 飯舘村農業委員会長

2 委員 渡邊　計 飯舘村議会選出

3 委員 愛澤　文良 飯舘村行政区長会長

4 委員 菅野　重廣 飯舘村森林組合

5 委員 西　　幸夫 ＪＡそうま

6 委員 菅野　義人 村民

7 委員 草野　悠紀 村民

8 委員 高橋　真弓 村民

9 委員 北原　康子 村民

10 オブザーバー 楮本　元 復興庁福島復興局

11 オブザーバー 竹本　林官 経済産業省

12 オブザーバー 半谷　正弘 環境省福島環境再生事務所

13 事務局 中川　喜昭 除染推進課長

14 事務局 庄司　稔 除染推進課　除染係長

15 事務局 羽田　一 除染推進課　除染係

16 事務局 今井　一起 除染推進課　除染係

17 事務局 山本　実 除染推進課　除染係

飯舘村までいな除染会議委員名簿
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飯舘村長 菅野 典雄 様 

 
飯舘村の除染に関する提言書 

 
 

本村は放射性物質に汚染され、村民の帰村・復興には早期の除染が不可欠であります。 
 この度、実施している本格除染の一部結果について、一定の効果は認められるものの、局所

的に高線量の箇所が存在します。 
 これに対して、国はフォローアップ除染を行い、ある程度の効果を得てはおります。 
 しかしながら、高線量地区においては、全体的に空間線量が低減していない区域が確認され

たところです。 
 よって、全村民が納得し安心して帰村できる除染を早期に実施するために、以下の項目につ

いて、早急に国に働きかけされますよう提言いたします。 
 
 

記 
 
 

１． 村が当面の除染目標値とする、年間 5 ミリシーベルトとなるよう、本格除染及びフォ

ローアップ除染を実施するとともに、国の長期目標値である追加被ばく線量年間１ミリ

シーベルトの早期達成を目指すこと。 
 

 ２． 帰還困難区域以外の高線量地域の除染については、他の比較的線量が低い地域と同じ

方法ではなく、国の目標値に届くよう、より効果的な除染方法を平成２７年度内に示す

こと。 
 
 ３． 村の営農再開のためには農業用利水施設（ため池、用水路、暗渠等）の除染が不可欠

であり、農業用利水施設から再汚染しないような対策を講じること。 
併せて、農地については徹底した除染を行うこと。 

 
 ４． 村民からの信頼を回復するような誠実な除染を行うこと。 

 

平成 27 年 3 月 30 日 

飯舘村までいな除染会議 

委員長 
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飯舘村長 菅野 典雄 様 
 

飯舘村の除染に関する提言書 
 
 

本村は放射性物質に汚染され、村民の帰村・復興には早期の適切な除染が不可欠であります。 

この度、特別地域内除染実施計画に基づき実施されている本格除染の終期も見えてきており、

帰村時期の検討や、平成 29 年 4 月からの学校再開の検討もされているところです。 

その一方で、空間線量の低減については、一定の効果は認められるものの、除染後において

も、今なお局所的に高線量の箇所が存在します。 

 よって、全村民が納得し安心して帰村できる環境基盤を早期に実現するために、以下の項目

について、早急に国に働きかけされますよう提言いたします。 
 

記 
 

１． 村が当面の除染目標値とする、年間 5 ミリシーベルトとなるよう、本格除染及びフォ

ローアップ除染を実施するとともに、国の長期目標値である追加被ばく線量年間１ミリ

シーベルトの早期達成を目指すこと。 
 

 ２． 国の原発事故による放射性物質汚染対策特別措置法に基づく特別地域内除染実施計画

の平成２９年３月以降の実施内容と、実態に見合った施策を明示すること。 
 
 ３． 村の営農再開のためには農業用利水施設（河川、ため池、用水路、暗渠等）の除染が

不可欠であり、農業用利水これら施設から再汚染しないような対策を講じること。 
併せて、農地については徹底した除染を行うこと。 

 
 ４． 学校等再開に向けての活動エリアにおいて、追加被ばく線量年間１ミリシーベルト 

以下の確実な履行を目指すこと。 
 

５． 生活空間として安心して利用できる森林除染を実施するとともに、里山の復元と 
再生に向けて具体的な施策を早急に明示すること。  

 
６． 村民からの信頼を回復するよう、誠実で丁寧かつ適切な除染を行うこと。  

 

平成 28 年 3 月 29 日 

飯舘村までいな除染会議 

委員長  
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飯舘村長 菅野 典雄 様 
 

提 言 書 
 

東日本大震災、及び東京電力福島第一原子力発電所における事故に伴う原子力災害から 6

年がたち、平成 29 年 3月 31 日に一部地域を除く飯舘村の避難指示が解除されました。 

本委員会では、特別地域内除染実施計画に基づき実施されている本格除染がほぼ完了したこ

とを踏まえ、除染事業の情報を収集・精査し、除染効果等について、専門的知見から分析・検

証をすすめてきました。 

上記内容について、5 回にわたる委員会で議論を重ねてきた結果、飯舘村の放射線環境は、

村が除染の目標として掲げた一年間に 5 ミリシーベルトを、おおむね下回る状況にあると評価

します。 
その評価を踏まえ、全村民がより安心して生活できる環境基盤を速やかに実現するために、

以下の項目について提言いたします。 
 

記 
 
１. 村民が求める環境回復の要望に対して国と協議を継続すること。 

２. 生活の妨げになりうる除染廃棄物の搬出を一層加速するよう国に強く要望すること。 

３. 村民一人ひとりが受ける線量を自らが知るための取り組みを一層推進すること。 

４. 除染事業で貸与または毀損した場所を速やかに原状回復するよう国に強く要望すること。 

５. 営農再開に際して土壌中のカリの含有量を適切に維持するよう指導すること。 

６. 帰還困難区域における環境回復についても国と協議を継続すること。 

 

平成 29 年６月 23 日 

飯舘村除染検証委員会 

委員長  
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